





























































文献 文献種別 研究種別 研究内容を表すキーワード（「意図せざる結果」以外）
島本（2001） 論文 事例研究 ファインセラミックス産業、行為システム、因果テクスチャー、資源の集中と空隙
石井（2002） 論文 方法論研究 偶有性、論点先取りの罠、アプリオリな主体
松嶋（2002） 書籍 事例研究 情報技術の利用、組織変革、　「意図せざる結果」のリフレキシビリティ
清水（2002） 書籍 事例研究 石油化学工業、社会的合成、利益なき繁栄
石井（2003） 論文 方法論研究 市場戦略の審級、間接経営戦略、「意図せざる結果」の無限の循環、反省的実践家、嵭ｪの視線
犬飼（2005） 論文 方法論＆事例 組織の衰退、因果メカニズム、反省的行為者
松嶋（2005） 論文 方法論研究 機能分析、オントロジカル・ゲリマンダリング、　「意図せざる結果」をめぐるラfィカル・リフレキシビリティ
水越（2006） 論文 方法論研究 マーケティング的間接経営戦略、リフレクティブ・フロー、共約不可能性
高井（2006） 論文 事例研究 オンライン証券業界、行為システム、支配的な通念
石井（2007） 論文 方法論研究 競争的価値創発プロセス、ケース記述、当事者の視点
石坂（2007） 論文 事例研究 ミスミ、コア・ケイパビリティ、コア・リジディティ、因果ループ
根来・徳永（2007） 論文 事例研究 日本語ワープロソフト、仕組の過剰自己強化、因果ループ
根来（2008） WP／DP 方法論研究 因果連鎖の網の目構造論、因果関係、ループ構造
水越（2009） WPIDP方法論研究 実践としての戦略、間接経営戦略、逆向き因果
根来・足代（2009） 論文 方法論研究 因果連鎖の網の目構造論、　「意図せざる結果」の原因と分類、　「意図せざる結果」ﾖの対処、因果連鎖の読み
水越（2010） 論文 方法論研究 「意図せざる結果」を創り出す意図、遡及、時間的ねじれ

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































石井（2003） 水越（2006） 松嶋（2005） 根来・足代（2009）












・間接経営戦略における ・間接経営戦略における ・「意図せざる結果」の多 ・「意図せざる結果」の類




・反省的実践家概念の ・消費者概念を取り込ん ・「意図せざる結果」研究 ・因果連鎖の本質的理解に














示 「意図せざる結果」の利 ディカル・リフレキシビ 概念の提示
用の側面の提示、強調 リティ」概念の提示
・反省的実践家概念の精 ・利用する「意図せざる 。反省と学習の具体的指針 。読みと学習の具体的指針
緻化 結果」を限定する概念の の検討 の検討
今後の研究課題 検討 ・観察者にとっての「意図ｹざる結果」の発見や反
・「意図せざる結果」の合
ｬモデルの構築
省的な問い直しを促す ・行為者の行為や意図の了
データ分析手法の開発 解に向けた接近法の模索
よう。
　また、沼上の持っ課題の認識とそれを乗り越えるた
めの批判的発展の内容はそれぞれ異なる様相を見せて
いた。石井は間接経営戦略に潜む無限後退の論理を指
摘し、また、反省的実践家の視線の狭さを明らかにし
た。水越の貢献といえるのは、マーケティング・コミ
ュニケ・一一・・ション理論における消費者概念を設定するこ
とで、「意図せざる結果」を利用するものとして間接経
営戦略を捉え直したことにあろう。松嶋の貢献は、方
法論的という本来的な意味からいえば最も純粋かもし
れない。当事者と観察者との関係を沼上から一歩進め
て考察したところは評価に値するといえよう。根来・
足代は因果連鎖の本質的理解を踏まえ「意図せざる結
果」を再類型化したところもさることながら、「意図せ
ざる結果」への対処としての「読み」概念を具体的な
指針として提出したことが沼上や他の研究との違いと
なっており、この部分に関しては独自の考察として評
価できると考えられる。
2．今後の研究課題と方向性
　最後に今後の研究課題とそれに向けての接近法を試
論的に提示しておきたい。
（1）間接経営戦略における反省的実践家概念の精緻化
　文献レビューでも明らかになったが、反省的実践家
概念をめぐる混乱は今後の研究に値することであると
いえる。石井（2003）が反省的実践家の視線の射程に注
目して沼上（2000）を批判的に吟味していたが、「意図せ
ざる結果」を取り込む、あるいは利用する反省的実践
家とはどのようなものであるかに関して明らかにして
いく必要があるだろう。この問題は水越（2006）の課題、
つまり、利用する「意図せざる結果」の限定をいかに
しておこなうのかという問題とも関わる。これら問題
の解決に示唆を与えるのが犬飼（2005）である。犬飼は
反省的行為者モデルを他者の行為の合成に着目して構
築している。既存の研究においては反省的実践家の射
程の限定性が問題となっていたが、その射程を当面自
己の行為と関わりのある行為を起こす他者に特定して
考えてみることで、反省的実践家の具体的な写像が見
えてくるかもしれない。それはつまり「反省」や「学
習」といった若干抽象的な用語に関わる具体的指針の
検討にもつながるといえる。
（2）「意図せざる結果」の合成モデルの構築
　特に根来・足代（2009）が課題としていたが、複数の
行為者による行為、あるいは「意図せざる結果」の合
成とはどのようなものであるかというメカニズムを解
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明し、合成モデルを構築することは重要であると考え
られる。
沼上（2000）の議論をひも解くと、つまるところ行為
のシステムの理解とは、他者の動きをどう読むか、意
図を持った主体問の行為の合成をどう把握するか、と
いうことが重要であると考えられる。しかしこれらに
関して明確なモデル、あるいはメカニズムの提示をお
こなった研究はまだ少ない。その中で、行為システム
におけるダイナミクスを研究した島本（2001）や高井
（2006）はこの課題を解決する方向性の示唆を与える研
究であると思われる。
（3）行為者の意図の了解を可能とする研究法の模索
　この研究課題は最も原理的なものといえるかもしれ
ない。経営現象における「意図せざる結果」を分析す
るには、現場の行為者の情報をいかにして観察者が分
析するのか（松嶋，2005）、あるいは根来・足代（2009）
の抱える課題であったが、行為者の意図や行為をどの
ようにして了解するのか、という方法論的課題がある。
　もちろん、われわれ経営学者は行為者の心の中を完
全に見通すことはできない。つまりどこまで行っても
行為者の「本当の」意図と直面することはないのだが、
それでもしかし、行為者の意図や行為をできる限り了
解しようとする努力を怠ってはならない。そのために
は、松嶋がいうような現揚との反省的対話の繰り返し
や、石井（2007）が提案するような行為者の視点に立っ
た分厚いケース記述といった接近法は1つのヒントを
われわれに与えてくれる。また、行為者と実際に向き
合うことでわれわれが受けるバイアスを排除するため
に、行為者の意図や行為に関する内容分析をインタビ
ューL事やR資料などの公開資料からおこなうのも1
つの方法かもしれない（e．g．，宮崎，2001）。
　そして究極的には、意図とは何なのか、行為とは何
なのかという問題を問い続けることが、この問題の本
質的解決に繋がると考えられる。その際、根来・足代
（2009）や水越（2009；2010）のような、意図と行為に関
する本質的考察が寄与することであろう。
【謝辞】
本研究は早稲田大学2010年度特定課題研究助成費
（課題番号：2010A－846）の援助を受けて進められた研
究の一部である。
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【注】
1）本研究における文献レビューは主に日本国内のもの
を対象としている。欧米の文献においても、例えば、
BalogunIand　Johrison（2005）のように「意図せざる結果」
に着目した研究は存在するが、本研究においては沼上
（2000）からの連続性を特に認識するために、日本国内
の文献レビューに集中した。
2）もちろん、事例研究を中心に据えた論考でも、分析
の結果興味深い概念モデルを抽出しているものが存在
することは十分に認識している（e．g．，犬飼，2005；根
来・徳永，2007）。ただしそれらモデルは十分に一般化
されたものではないと考えられる。
3）例えば、Emery　and　Trist（1965）が近似した研究である
とされる。
4）代表的な例として、Porter（1980）のファイブ・フォー
ス・モデルはわかりやすいだろう。
5）詳細は、沼上（2000）の111～129ページを参照のこと。
6）沼上（2000）が例示する間接経営戦略の具体例のう
ち、カシオ計算機の電卓競争における資源蓄積戦略は
（1）に該当し、ミシュランの3つ星システムやジョン
ソン＆ジョンソンの歯ブラシ「リーチ」の競争戦略、
そしてモスバーガーの戦略は（4）にあたるものである
とされる。
7）沼上（2000）はGiddens（1984）の議論を踏まえたうえ
で、反省的意識を「自らの実践的意識をより社会的・
歴史的コンテクストの中に位置付けて相対化してみる、
などといった思索を展開しているときの意識」、実践的
意識を「特定の目的に注意が集中している状態」と定
義している（沼上，2000：196）。
8）石井（2003）による沼上（2000）の評価の理解にあたっ
ては、水越（2006：85）を参照している。
9）これこそが栗木（2003）が「リフレクティブ・フロ・一一一・」
として定式化するものである。
10）根来・足代（2009：115）は下記の例をあげる。例え
ば、企業のマーケティング戦略が失敗した原因を考察
する際に、企業内部における組織体制の不備や予算の
不十分さばかりを検討し、消費者の嗜好の変化といっ
た外部環境要因が考慮されないような場合、これは企
業の内部要因のみを認識の境界の中に入れ、外部環境
要因に関しては認識しない、というようにしていると
みなせる。これは認識の外部境界の恣意性の問題であ
る。一方、内部境界の恣意性とは、例えば企業の社長
は、工場への投資について考える際に、工場のある工
程の作業者の作業手順を認識することはないというよ
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うな場合を指す。
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